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発表資料 三田九載 

第 6固 人間再生研究会

塞創Ma:

脳血管障害患者の語り
映像会話分析を通してー

リ八を始める際、脳血管障害者には
戸惑いや混乱が生じるロ

惨 「今まで通りに身体を動かそうとしてち、

思うように身体が動かなしリ

// 

脳血管障害により生じた機能障害を有す

る身体では、このようにはいかない

、
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-間前の身体とは全く別物の身体のように感ιてしまう
→にち関わらず、 U常生活のじゃでは lモの」

動くことに対し、絶えず串聡的に努力する、苦し
活している，

問題意識

砂脳血管陣古を車うと 積々担疲状力町出現する

身体に運動麻簡や筋緊張異常といった運動の障害

感賞鈍踊や痛み揮れといった感覚の障害

畏語症や笑行症、平間底知障害などの高次脳機能障害

→身体運動や日描生活動作、 社会生;置が難しくなる

→以前と閉じ生活を送ること力守判来なくなってしまう

『晴院や在宅に於いて、哩学療法ー作晶君，圭 舞踊描浩田

りノ1ピりテーシヨ〉を買施するごととなる.

健常時は...

砂{まぽ隔意識的に身体連動や日常勤作をしてきた.

惨多少のE劃fそう努力が必要に担った時でち 意諮問に動かした易
体で思うように問題在解決してきた.

惨いつも通りの直勤パタ ンが崩れてち瞬間I~感じ取った身体感
覚をもとに意;11.的!こ運動をプログラミンクレて運動や動作を運
行しようと羽整できてきたのである@

その結果

惨三次的立障害が生じる原因となる可能性が高い.

過度指努力在進航した場(

動作時筋緊涯のπ進
痛み

努)Jし早いという坦恨の場合

同盟倒防手足に対する注恵力が低下

廃用性の筋甚繍

→本人の辿IRGた万;1;がマイナスに曲いてしまう
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しかし.患者が何をしようとしているか・
どの綴に動ごうとしているかは、分かりづらい

どのよう年時買が揖き上がるの力、という身体品賞

・どのように動いてい吾の力、という運動出様

二念よ記を踏まえた理学癒法国聞が量Eではないが
/ 
/' 

[方法]

惨 封象脳血官陣~O)発症から半年以内

手順

回?獄月リj¥l病粧へ入院しながら理学瞳;去を受けている対

研究内容に理解と協力再侶られたh

午前日沼以下

脳血哲陣苦以外の器質的な身体f申書を持たない方

イ〉タビューが司能立コミュ二ケーシコ〉能力のある方

t 研究協力同意書人司サインしていただく.

2 イ〉タピ1 由行える静か註環岨において、 今の身体に闘す吾之!とや

身体感覚のこと、運動しようとする時のことに閉してザ構造化軒1亜を
4扮~剖刑囚芸指する 角
3 数H後、 40分程産の運動や基本動乍をしながら身体認織運動認識{主
闘してしてイ〉タピ寸ーしていく。

そこで本研究では

惨脳血世間曹を患ったことで日常勤作に因説在宝じている方たち章対畠

-楠じにくい身体をどのように民識しているのが

動かいにくい島休で運動することをどのように盟臨しているの力、l

身体をどのふうに動力、でうとしているのか

リ八巴')テシコンをどのように聖けているのか 怠どなど

インタビューガイド
〈初白インタピュー〉

・泌車中'"おられた時の事を教え乙，，'とだけぎす泊、?

・ いまの#(}jこと釈教えG ¥ただけ芳す泊、，

・ いまの手足の勤がしやす合 童会色、しに〈会ぞ被えてくた"い 1 

・ リ八ピυ関納当初と比べて 手足の動かしやすさ!こは変化が必りますtJ'?
・ いま一審問っている勤制ま何ですt:JI?その聞に とごの到きを"くしPいです泊け
・ リ八ピリやI~学療;r.士tこ..むことは何ですかヲ

〈置E自動作申イシタピ1ー》

・運"動作判&:i)他人に動かされる釘に以 どのように墜し.;:<j}J町ヲ
(J.":'併と引かす時i3 どのふう九日心ヨ併す卸?

))立ち上があ 歩〈時 ヨド~";fj.e由ょうL自慢じますか?
目'‘

〈宣E幽曲作栓インタピユ》 〆 ' 

砂 地に予定.，納力、dtlCぃ"と賓のLニと"敦夫 C <1tè~'. / 
・白ラヲ?干E更を劫白しでいるeム貨のこ，.，を敦夫で<1t六日 /'ノ

・立つ'"り‘歩い"りしてUるcぎの手足のごとを抑えてく戸タ凸.
/ 
ノ

分析

-シングルケスにおけるインタピュ データ刀、らその立闘

を読み取りし、修正版グラワンデツド・セズりー アブ
ロ チの手法をもとに分析する.
・分析するぬ

惨対象者白身体認識や運動認識、身体連動時における温日動戦
l書に関する部分を抽品し‘その文脈内での関傾性在韓討す
る.
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[倫理的配慮]

砂本研究1謀、 静岡大学 「ヒト在対象とする研究情理墨員会」
を得て行われているa

砂州究也力[;:際しては

コード 1 誤った努力

砂古つきも言ったように、初めの噛ほ全然体ち歪らかかったからi広
らんたらんで むしろ力が入らはい蝿じだったから.それでそれま
では晶、 生懸命.手が硬くなってくるか呂担って三ねれてた品、らす
ー金牌曲ポール帽で~~η [ ，T F.J.. ，tデけ?l:> 守瞬三Er.'曇円力、力、3

=。手が硬くならないためにはυラッヲスやストレツ
が、 i呈白対応である筋収制吉ゼ否運動をしている。

症例紹介 :Dさん

砂 52揖 毘性

b右被申出血 (H26.2.23紫症、 H16.4.8転院J
• PT岬佃 (H26.7現在‘担当PTより}

BRS 上肢m/手指m/下腕N

畑 、es 上限hy問r/下自主hyper

RQM 刑囚曲外転90底(P)/起用節背回O底(円

室町 sory 衷在=よ肢巾等廃鈍府/下粧特度鶴廟

深部E よ厳ψ等度鈍府/下肢中等度鈍麻

動作 !oきよがり自立、立ち座り自立、移量自立
歩行厚内近仲監視レベル {T-cane怯用、インソ

膝麿曲位での1(/峰三主広ん回し白川ng"，// 

コード2 回復に向けた誤解 i 

砂今のはうが全開力が入吾ようになったけどね.で そういう、
病気σ~特有のあるじゃんν こι〉硬い司が取れてくnぽ勘くよ=
ると思ったんだよ、手ち厄。拍めは。手はそれ力、らリハビリや台て
きて、だんだん柔らがくなってきたにち関わらず、全然動いて立な
いから、やっぱモういうととじゃないんだむって.硬きが邪魔υて
力在入れて也そういう伝達がうまくいIf>暗いのか担ってe 筋肉が勝
手に硬くなコちゃって拍、 筋肉にカを入れても硬さが邪魔してるわ
か詰って.それはずいぶん思ってたんだけど、岨さが取れてち主婦
動力、むいがら、あ~ゃっiまそういうことじゃむいんだ取ってι

〆"

司手Eが思うように動力、ない原因には筋緊彊だけ(J)司題ではアイ運動
麻買や感寛陣宮、高次脳紬能陣宮はどあるが、 硬さひとつにL力、注瞳
が向いていない //

/〆

〆〆

コード4目歩きたいように歩く



脳血管障害患者の語り 

 

 113 

コード5目独自の試行錯誤

コード7:セラピストの勘違い

コード9・改善につながる訓練

惨そんな中で、担当の商法上さんが件みで遭う車法上さんにねや3τ
ちらった暗に、要は 十踏まず砲ところにソールフ入れて祉を履力、
せてくれたんだよ.そこでなん力、ピピ::"11てきて.あれって思ってJ
モヨカ¥足着いて喜んだよって庫貸由刺激をλれてやると、 誼ん申
且着けて吾もんで障がグーッと押ぴてくるような 自分由イメ-s;
として出畢て告で どんどんどんどん高くしてってやってみたら」
やっぱ飛躍的に膝が押びるように詰ってさたもんでね.題力、ら着~'t
るようになコたんですふ.だわ、らね、刺股がλると 膏多いてた..f.，/'i
メ一三Jがよみがえって〈畠っていうがさ。あ =れつてなん力、吃;Z，.，
く人事だなって そん時はすごく思ったんだよ拍 〆点

/ 
/〆 d

コード6回出来ないちどかしさ

-うん、分かってた.今だコてそうだけど、 7を動かそうと恩つ
てわさ やコぱ療;圭士さんが~~に力入れてってやるんだ円
ど古 そんはこと分かコてんだよゼモ利ができれば曲めかS!iJ
くんだ:から.だけど、 そこに一生眠命力を入れようとす認と余
計芯とこに力が入否んだよザ足にカが入コちゃったりね.!t_h、
ら‘そじじゃはいそζLやはいつc.われct、そん忽こと分
11'コτるわコτ置いたくなるんだよ.やコぱ 力セ入れようと
すると 余引はと己{乙カが人一》ちゃうんだよね.だからやっぱ、
それ庁制聞のどっかぜ玉置がお力、しく怠コぢや〉てるかうそうは
否んだろうけどち.自分の思-，たように動力、泣いってEうのか ..' 
主主 力が入ん怠いコていうのjJ¥ そいうごとだよね. ノ/〆

〆〆

コード8:患者の気遣い

ゴード10・回復への糸口

〆〆
〆
/ 

惨立って品、左足がちゃんとコけて吾なっていう感覚がある
と‘腕白ほう由力t1'スッと続けてくるんだよ"これは前
がらなちんで.必ず、捧くときや立った時に相、 E島内しめ
るというかちゃんと着けてるなっていう感賞を送ってあげ
ると、しばらくすると披げてくる.描付てくる也は分かる
んだよね.入る也{孟分か告ないんだけど.スーツと腕力T下
りてくるもんで.だか告‘そうなってか5歩くようにはし
てるんだけど抱合あーちょっと常ちたなと思って、力が1基
吋たなと思って歩き出すじゃん.そうすると歩号出すとま
たよがってくるから、あー傭 どっかに力が入つ『やコτ
るんだ詰 って思ってさ.
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3つの概念
砂コード1:掛った努力

惨コード2:回復に向けた鼠瞬

砂コード3:肉描0)口主.11瞳
惨コード4:歩きたいよヨに歩く

惨コード5:狙自の試行錯誤

砂コ ド6:出来桔いちどかしさ

惨コ ドア:セラピストの勘i孟い

砂コ ドB:思者自気遣い

-コード9:i童画につながる訓練 = 
砂コード 1白 回復へのた糸口

- り八開始時白患昔I~、 「回復に聞けた誤解jにより "
力jで世しでち回復に近づこうとする 【問自理解の現翼]
ている。

-モこから始まコていくリハピυテーシコンでは、
がしさ」や 「セラピストの同遣いJ‘ 『内絡の努力JのようtJ_¥ 
[苛いの賀力のすれ逼し、]が生Lる.そのため、患者は 「捗き1ミ
いように歩くJであったり 「担自の鼠行錯誤j在繰り返す.し力、
し、 「患者の気遣いJにより、あたかち梱E行為が思立しているl
かのよう屯セラビ 場面となっている ¥

・モ司ような中で、 「回草への糸口」や 『回復につながる訓練」らシ

軸りにし与がら [マッチングせラピ ]へと闘していくF白人
量重である。 ノ/

終わりに

〆〆

/ 

./ 

惨今回四詰要は執筆中σ01ま土詰立のために収草したデータを
1痘例に的を絞-，て発表形式にしたちので串号。陸士論文
では徳教恒例で分析する予定で品る.

-相手の'町議を解釈し相互理解を深めることが治療効果に皮
閉すると考える.

-発表中に草点化されたものは軍者の君黛で昂り、担当者に
対して意図を持ったものではt，Jい.こ田研究に協力してく J 

れた担当者には感謝する，




